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挑戦する研究開発者たち

高まる生成AI×プロジェクト管理への
期待に NTT データグループのノウハ
ウを結集し，最新のソリューションを
創出

現在手掛けている開発テーマについて教えてください．

本誌2025年 7 月号「挑戦する研究開発者たち」正野勇嗣のイン
タビューでは，Smart AgentをNTTデータグループの取り組み
として掲げ，今後積極的に展開していく旨の話をさせていただき
ました．その後，このSmart AgentはNTTデータグループがめ
ざす「AIエージェント」の世界観，コンセプトとして，Smart 
AI Agent®＊ 1 として商標化されました．そのような中，私は現在

このSmart AI Agent®のプロジェクト管理分野を所掌しています．
当社には，システム開発に必要な，開発手順・フレームワーク・
開発支援ツールをパッケージ化したTERASOLUNA®＊ 2 という総
合ソリューションがあります．現在，TERASOLUNA Suite 2.0 
powered by Smart AI Agent®として，こちらのAI化に取り組
んでおり，私の活動もその 1 つに位置付けられています（図 1 ）．

一般的に，開発業務におけるプロジェクト管理が占める割合は，
バグの報告等，開発者の管理にかかわる作業も含めると 2 割弱と
いわれていますが，私たちはガートナーのレポート，すなわち「2030
年までにプロジェクト管理タスクの80％がAIで代替される」とい

「担当業務に集中したい」「面倒くさい定常業務から解放されたい」「上司に
効率良く報告をしたい」「プロジェクトの進捗を効率的に把握したい」「トラブ
ルの要因を正確，スピーディに理解したい」．このような要望と真摯に向き合
うNTTデータグループの菅原康友氏は，プロジェクト管理の効率化を支援す
るソリューション開発のエキスパートです．今回のインタビューでは，昨今急
速に発展した生成AI（人工知能）を搭載したシステムにおいて，どの機能ま
で実現できるようになったのか，将来どこまで発展させることができるのか，
そしてAI時代に必要な技術者育成とは何かをお伺いしました．

NTTデータグループ　技術革新統括本部
AI技術部　シニアR&Dスペシャリスト

菅 原 康 友 Y a s u t o m o  S u g a h a r a

Smart AI Agent®で未来を創る
プロジェクト管理システムの
エキスパート
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図 1　TERASOLUNA Suite 2.0 powered by Smart AI Agent®の概要

＊ 1   「Smart AI Agent®」は，株式会社 NTTデータグループの英国および
日本国内における登録商標，米国，欧州連合における商標です．

＊ 2   「TERASOLUNA®」は，株式会社NTTデータグループの登録商標です．

URL https://journal.ntt.co.jp/article/38467
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う予測に着目し，自社のプロジェクト管理システムへいち早くAI
を搭載していく方向へと舵を切りました．そういった流れで上述
の2030年の80％達成に向けたロードマップを策定し，まずは2027
年に40％のマイルストーン達成に向けた取り組みを開始しました

（図 2 ）．
また，プロジェクト管理工数全体において各管理分野が占める

割合をAI技術部にて調べた結果，進捗管理が38％，品質管理が
27％と判明し，まずはこの 2 つの分野を重点的に進めています．
一方で，問題・課題管理やリスク管理など，その他のプロジェク
ト管理の分野へのAI適用についても，各開発プロジェクトの現場
で進められており，私たちはこうした開発現場で蓄積されたノウ
ハウも吸収し，本取り組みへ反映することで，AI活用の高度化・
展開のスピードアップを図っていきます．

次に私たちが開発したプロジェクト管理向けソリューションの

内容について触れていきたいと思います．プロジェクト管理をサ
ポートする観点から大きく 2 つのソリューションに大別されます（図
3 ）． 1 つはプログラマーやテスターといった現場で実際作業を
されている「開発者向けのソリューション」です．もう 1 つはプ
ロジェクトの活動情報を集めて，分析・判断していく「管理者・リー
ダー向けのソリューション」です．

まず「開発者向けのソリューション」について説明します．本
ソリューションは，進捗管理と品質管理の両面から開発者の作業
を支援し，その結果として管理者が活用する情報の質を高めるこ
とを目的としています．

進捗管理では，例えばスケジュールに不整合が生じた場合，タ
スクの計画や実績を基に，AIが客観的に指摘を行います．どの部
分に無理が生じているのか，どのように修正すべきかといった点
についてヒントを提示することで，開発者自身が早い段階で課題

© 2026 NTT DATA Group Corporation 1

より正確な情報で
よりスピーディに
チケット記入できる

進捗・品質の状況に加え
課題と改善方針も

AIとの対話形式でわかる

チケットの記入不備チェック・修正案の提示 チケットから品質・課題・進捗の可視化と分析

現場でPJ管理ツールを使う 開発者 向け PJのマネジメントを行う 管理者・リーダー 向け

進捗サマリ

進捗の詳細と課題

品質状況サマリ

詳細品質分析結果

NG項目の検出 NG理由と修正案 原因深堀

※AIエージェントと対話形式

作業者は新規着任
者だったので…

※AIエージェントと対話形式

〇〇チームの
進捗を教えて

※AIエージェントと対話形式

品質報告書を
作成して

Report

ソリューション紹介 – プロジェクト管理向けソリューション
◼ 品質管理や進捗管理など，プロジェクト管理業務の効率化を支援するNTT DATAのノウハウを活用したソリューションです
◼ “現場”と“マネジメント”の両面で活用でき，標準機能の利用はもちろん，プロジェクトに合わせたカスタマイズも可能です

図３ プロジェクト管理向けソリューションの概要図 3　プロジェクト管理向けソリューションの概要

図 2　ガートナーレポートに基づくプロジェクト管理×AI活用の取り組み方針
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に気付き，軌道修正できるようサポートします．
品質管理では，AIの力を借りながら正確な情報をスピーディに

バグチケットに記入できるようサポートします（図 4 ）．開発者
もベテランのエキスパートから新人の初心者までスキルや経験は
さまざまです．正しく故障原因を記入しないと，その後に深い分
析ができませんし，後続のアクションも正しく取れないでしょう．
内容が分からずチケット起票者に改めて問い直すなど，手戻りが
生じ無駄な工数がかかってしまうことも多々あります．このよう
なとき，このソリューションが記述の問題点を指摘し修正してく
れるのは，品質向上と業務効率化の両面で大きなメリットとなり

ます．
このように，開発者の段階から情報の質を高め，最終的に管理

者が分析に活用する情報の質を上げていくことがこのソリューショ
ンに期待されるところなのです．

次に「管理者・リーダー向けのソリューション」について説明
します．このソリューションは「開発者向けのソリューション」
を用いて登録されたタスクの情報やバグの情報を自動的に収集し，
開発プロジェクトの進捗やプロダクトの品質について，AIの力を
借りて重要な点の把握とその後の意思決定をサポートします（図
5 ）．

開発者のために
プロジェクト管理情報の入力・更新のストレスをゼロへ

概
要

開発者の管理情報の記入をAIで支援
記入内容の自動生成や品質チェックを行い，
入力ミスやばらつきを防ぎます．現場で使える
実用性を追求．負担を減らしながら，品質の
高いチケット起票を実現します．
品質管理や進捗管理を高精度に支援
起票内容の正しさのチェックは高い精度であり，
書き直し作業低減や，各種分析の精度向上
が期待できます．
品質管理では，チャットによる品質分析の深
堀りサポートします．また進捗管理では，タス
ク間の整合性チェックや，リスケ時のタスクの修
正対応をサポートします．

NGの項目をハイライト

生成AIが内容をチェック

図 4　開発者向けソリューションの概要

管理者のために
今を可視化し，次の一手へ

概
要

プロジェクト情報を一目で把握
進捗・品質・リスクをAIダッシュボードで統合・可
視化し，プロジェクトの”今”をすぐ把握できます．
属人的な判断に頼らず，管理の抜け漏れや
判断のばらつきを抑えます．
分析と報告のAIにおまかせ
週次・日次の進捗・課題のサマリレポートはもち
ろん，品質報告書も作成します．AIとの対話
により，報告内容の背景の確認や分析の深
堀りもできます．
情報収集・分析・報告の工数を大幅に削減し
ます．

管理者・リーダー向けソリューション

図5 管理者・リーダー向けソリューションの概要

プロジェクトの進捗や品質
の状況を可視化

AIエージェントが
報告内容への質問に回答

図 5　管理者・リーダー向けソリューションの概要
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プロジェクトは複数のチームで構成されていますので，進捗管
理では各チームそれぞれにおけるタスクのトレンドや遅延の有無
などをサマリーとしてレポートします．加えて，進捗が滞ってい
る場合には，その原因として想定される要因の考察や，改善に向
けた対策案についてもAIが提示してくれます．これにより，管理
者は状況把握に多くの時間を割くことなく，対応方針の検討に集
中することができます．

一方，品質管理では，日々の品質状況についても進捗管理と同
様にサマリーをレポートしますが，加えて，開発工程の節目で実
施される，「リリース可否」を判断する品質判定会議向けに，報
告書を自動で作成する機能も備わっています．

このソリューションでは定量的な分析と定性的な分析の両方に
対応しており，定量分析では，テスト密度やバグ検出密度を機能
単位や処理単位で数値化し，それらの値を評価したうえでAIが
見解を示します．

また定性分析では，当社が保有する品質分析の仕組みに基づき，
バグを「発見手段」「発生工程」「現象の内容」など複数の視点で
分類し，その分類パターンごとにAIが深く分析を行います．例え
ば特定の分類において特定機能で多くのバグが発生している場合
には，それらのバグから想定される構造的・本質的な問題点につ
いても指摘することができます．

こうした分析はこれまで人間が取り組んでいたわけですが，こ
のプロセスを網羅的に実行するには莫大な工程が必要であり，人
間の手だけでは現実的な時間内で分析を完結することは実質不可
能でした．そのため，実際には大量の情報の中から，特定の機能
やモジュールにおいてバグ件数が多く報告されている個所など，
影響が大きいと判断される一部の領域に分析対象を絞らざるを得
ない状況でした．しかし，AIを活用できるようになったことで，
こうした定性分析に対しても，網羅的かつ短時間で実施すること
ができるようになりました．その結果，従来は見過ごされがちで
あった潜在的な問題や構造的な課題についても把握できるように
なり，システム開発のプロセスにおける真の問題点を迅速に見つ
け出せる世の中がやってきたなと実感しているところです．

さらにこのソリューションでは，報告書を作成するだけではなく，
管理者はレポート内容についてAIと対話しながら詳細を確認する
こともできます．これまでは，管理者が疑問点を分析担当者に確
認し，必要に応じて差し戻しを行うといったやり取りが必要でし
たが，このソリューションのおかげで，管理者は必ずしも担当者
を介することなく業務を進めることができるようになります．

不具合の発見から修復まで AI にすべ
て任せる時代がやってくる

今後の展望についてお聞かせください．

まず，本ソリューションの導入効果として，2027年にプロジェ
クト管理に要する稼働の 4 割削減を目標としています．前述のと
おり，プロジェクト全体に占める管理業務の稼働割合は 2 割弱で

すので，仮に総額100億円規模のプロジェクトを想定した場合，
管理業務に相当するコストは約20億円となります．このうち 4 割
を削減できれば，金額換算でおよそ 8 億円の削減効果が見込まれ
ます．さらに2030年度には，最終目標としてプロジェクト管理稼
働の 8 割削減をめざしていきます．

システムにおけるAI化の将来については，AIに任せられるタ
スクをさらに見つけ出し，そしてAIにできるだけ任せられるよう
システムも一層進化させ，従来人間が実施してきたタスクを随時
AIに移行していく運用を推進します．具体的には以下のとおり
です．

まず現在，データの集計といった定型的なタスクは，すでにAI
で実現できていると認識しています．一方，現在では一部の実現
にとどまっているものの，近い将来に実現できそうなタスクの例
として，先ほどお話ししたバグの情報を分類するタスクが挙げら
れます．現在，このタスクは人間がバグの内容を読み取り，原因
や特徴を判断したうえで，どの分類に属するかを判断しています．
このような熟練者に委ねられてきた高度な判断を伴うタスクもAI
が担える段階に入りつつあります．

将来的には，単にバグを整理・分析するだけでなく，過去の発
生傾向や構造的な課題を踏まえ，「どこに重点的にテスト資源を
投入すべきか」「どの品質リスクに先手を打つべきか」といった
戦略的な品質判断までをAIが提示する世界をめざしています．人
間は，その結果を基に最終判断を行う立場へと役割を進化させて
いきます．

また，現在は主にバグチケットの情報を基にAIが動作していま
すが，今後は計画書や設計書，プログラムといったプロジェクト
全体の一次情報を包括的に利用し，より高度な回答が得られるよ
う取り組みを加速していきたいと考えています．

さらに一歩進めば，AIは「分析する存在」から「実行する存在」
へと進化します．品質上の課題を検知するだけでなく，その報告
を製造やテストのエージェントと連携し，不具合のある個所をAI
自らが修正する．そういった品質改善のサイクルそのものをAIが
回し続ける世界になればと考えています．

また開発現場においても，人手による進捗報告やチケット起票
に依存しない姿を描いています．設計書やプログラムといった一
次情報がリアルタイムにAIへ共有されることにより，進捗，品質，
リスクが自動的に可視化され，プロジェクトの状態が常に「今」
の姿として把握できるようになります．

現在，プロジェクト全体を管理するうえでPM（Project Man-
ager）の判断は必要ですが，その判断のための情報収集・分析・
資料作成をPM配下のPMO（Project Management Office）や
SEPG（Software Engineering Process Group）といった役割
の組織が担っています．将来的にはこれらの機能そのものをAIが
吸収していきます．人は「情報を集め，整える」役割から解放され，
より本質的な意思決定に集中できるようになります．

このビジョンを突き詰めた先には，AIが課題の発見から是正ま
でを一気通貫で実行する，極めて自律性の高いプロジェクト運営
の姿があります．人が介在しなくても回り続けるプロジェクト管
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理基盤の実現は，決して遠い未来の話ではありません．
とはいえ，プロジェクト管理全体でみれば，お客さまとの合意

形成やリリースの最終判断といった，人間ならではの役割は必ず
残ります．しかし，管理業務の大部分をAIに委ねることで，人は
より創造的で価値の高い仕事に集中できるようになります．私た
ちはこのソリューションを通じて，プロジェクト運営そのものの
あり方を根本から変革していきたいと考えています．

後進の教育や育成についてどうお考えですか．また具体的な
取り組みを教えてください．

後進の教育や育成について，私が大切にしている考え方は，「AI
やツールはあくまで手段であり，目的はプロジェクト管理を進化
させることにある」という点です．これまでAIソリューションに
ついて述べてきましたが，重要なのは技術そのものではなく，そ
れを使って現場の何を変えたいのか，どんな価値を生みたいのか
という視点だと考えています．

まず後進のメンバに伝えたいのは，「今よりもっと良くできる
余地はないか」と前向きに考え続ける姿勢の重要性です．日々の
業務を確実に遂行することはもちろん大切ですが，それだけでは
プロジェクト管理の本質的な課題には辿り着けません．現場で生
じる遅延や品質低下の多くは，ルールと実運用の乖離や暗黙知へ
の依存といった構造的な要因に起因しています．だからこそ，「な
ぜこの問題が起きているのか」「別の視点で見ると何が見えるのか」
と立ち止まって考え，課題を探し続ける習慣こそが，成長の出発
点になると考えています．

この姿勢は，私自身が現在担当しているプロジェクト管理高度
化のコンサルティング案件でも一貫して重視している点です．単
なるツール導入にとどまらず，ヒアリングや業務観察，データ分
析を通じて，課題が生まれる仕組みそのものを明らかにします．
そのうえで，課題の本質に適した手法や技術を選択・適用するア
プローチを取っています．また，こうした取り組みを個人の力量
に依存させないために，判断観点や進め方を整理して標準化し，
知見のあるメンバであれば再現できるかたちで展開してきました．

そして，こうした課題を自ら発見できることを前提として，次
に重要になるのが「技術」の力です．後進の育成において技術面
で重視しているのは，改善手段の「幅」と「深さ」を自ら広げて
いく力です．過去の成功事例は貴重な資産ですが，それに頼り過
ぎると新たな課題や環境変化への対応力を失いかねません．複数
の選択肢を比較し，「この現場に最も適した手段は何か」を考え
抜くことで，本質的な改善につながります．技術が急速に進化・
多様化している今だからこそ，特徴や限界を理解し，文脈に応じ
て使い分ける力が求められています．

そのため，新しい技術やツールに触れる機会づくりにも力を入
れています．具体的には，全社向けの技術セミナや後進メンバと
の勉強会を通じて，案件終了後の振り返りや次の改善につなげる
議論を行うとともに，最新技術のキャッチアップを進めています．
技術は導入して終わりではなく，現場で「使い続けられるかたち」

に落とし込むことが重要であり，その取り組み自体が人材育成に
つながると考えています．

例えば，プロジェクト管理に利用できるツールには「Redmine
（レッドマイン）＊ 3 」「Jira（ジラ）＊ 4 」「Backlog（バックログ）＊ 5 」
など多くの選択肢があります．しかし，「有名だから」「社内標準
だから」といった理由だけで選定してしまうと，現場の目的や制
約とズレた運用になりやすいです．「なぜこの現場にはこのツー
ルが適しているのか」を自分の言葉で説明できるようになること
が重要であり，ツールの得意・不得意を整理し，背景とともに語
れるようになる一連の経験が，技術理解を深める良いトレーニン
グになります．

近年は，プロジェクト管理ツールにもAI機能が次々と組み込
まれています．すべてを 1 人で理解しようとすると大変ですが，
メンバそれぞれが関心分野を分担して調査し，知見を持ち寄るこ
とで効率的に学びを深めることができます．実際にツールを操作
しながら検証することで理解が深まり，技術力の向上にもつなが
ります．

後進のメンバには，技術的な専門性を「武器」として身につけ
ることを意識してほしいと考えています．AIの進化によって自動
化は確実に進みますが，その仕組みや限界を理解し，現場に適用
して成果につなげられる人材の価値はむしろ高まります．AIを便
利な道具で終わらせず，「なぜそう動くのか」「どこにリスクがあ
るのか」説明し判断できる人材が競争力の源泉です．さらに，プ
ロジェクト管理の知見とこうした技術理解を組み合わせた「ハイ
ブリッド人材」が組織内に一定数いることは，研究開発だけでな
く事業面でも不可欠です．そのためにも，難易度の高い技術に挑
戦し続ける人材を育てることが，個人の成長のみならず，組織全
体の競争力向上につながると考えています．

今後も，メンバ 1 人ひとりが自身の強みを伸ばし，互いに学び
合いながら成長できる環境を整え，現場の本質的な課題と最適な
技術を結びつけることで，持続的に価値を生み出し続けていきた
いと考えています．

＊ 3 	� Redmine：オープンソースで提供される無料のプロジェクト管理ツー
ルで，チームでのタスク管理，進捗状況の可視化，情報共有を効率化
します．チケットシステムによるタスク管理が中心で，ガントチャート
生成，Wiki機能，バージョン管理システムとの連携など豊富な機能で，
ソフトウェア開発だけでなくさまざまな業務に利用され，カスタマイズ
性が高いのが特徴．

＊ 4 	� Jira：プロジェクト管理の効率化を図るために，世界約30万社の企業で
導入しているITツール． 2024年，進化を遂げてクラウドベースのSaaS
型となり，日々さまざまな機能がアップデートされています．

＊ 5 	� Backlog：開発だけでなくマーケティングや総務など多様な業務で利
用されており，Wiki機能やGit連携など豊富な機能が特徴．
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未来の安心・安全な情報通信を実現する 
「耐量子暗号」と「消去証明」技術

量子コンピュータの実用化は，現在使用されている暗号の多くが解読されて
しまうという危険性がある半面，量子コンピュータの能力を用いることで初め
て可能になる暗号技術の実現という恩恵ももたらします．今回，量子コンピュー
タ時代の情報セキュリティシステムにおいて中核となり得る「暗号技術」のトッ
プランナー，西巻陵特別研究員にお話を伺いました．

◆ PROFILE：2007年京都大学 情報学研究科 社会情報学専攻 修士課程修了．同年，日本電
信電話株式会社入社．暗号理論の研究に従事．2010年東京工業大学（現　東京科学大学）大
学院 情報理工学研究科 数理・計算科学専攻 博士後期課程修了 博士（理学）取得．東京科学
大学特定教授．2008年電子情報通信学会 SCIS論文賞．2013年電子情報通信学会 SCISイノ
ベーション論文賞．2023年 The ACM Conference on Computer and Communication 
Security トップレビューアー賞受賞．

NTT社会情報研究所
特別研究員

クラウド上の個人情報を保護する最新暗号技術
とは

■まず「暗号技術」の要となる「暗号化鍵と復号鍵」について教
えてください．

「暗号化鍵」と「復号鍵」というのは，それぞれデジタルデー
タの暗号化と復号に用いられるデータのことで，情報セキュリティ
において重要な役割を果たします．物理的な鍵のようにデータを
暗号化して施錠し，正しい鍵を持つ人だけが復号できるようにす
るため，データの保護や機密性を保つために使用されます．オン
ライン・ショッピングやネットバンキングで口座番号やパスワー
ドなどの個人情報を取り扱う際，第三者による悪用を防ぐための

ものです．ところが現在，量子技術の発展が著しく2030年には実
用的な量子コンピュータが実現するといわれています．この量子
コンピュータが登場すると，情報処理能力は飛躍的に上昇し，従
来使用されてきた「RSA（Rivest-Shamir-Adleman）」や「楕円
曲線」などと呼ばれる暗号は，容易に解読されてしまうことが判
明しています．そのため，こうした量子技術による情報処理能力
の向上に対応可能な新しい暗号技術の研究・開発が，私の研究グ
ループを含めて世界各国で盛んに行われています（図 1 ）． 

ところで，現在の暗号技術でできることについても， 1 例を挙
げておきましょう．現在は従来の「 1 対 1 」の通信ではなく，ク
ラウド環境でみられるような「 1 対多」，あるいは「多対多」の
通信が頻繁に行われるようになっています．複数人で行われるオ

西 巻 　 陵 R y o  N i s h i m a k i

図 １ 　コンピュータの情報処理能力と安全性

URL	 https://journal.ntt.co.jp/article/38465

DOI	 https://doi.org/10.60249/26031301
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ンライン会議などがその例といえますが，こうした「 1 対多」「多
対多」の通信の際，各参加者に渡す情報を同じものにできない場
合があり，「 1 対 1 」の通信に対応した通常の暗号では不十分なケー
スが起こり得ます．例えば，ある企業内で重役から一般社員まで，
立場や役職の異なる参加者による“企業秘密を含む”重要な社内
会議がオンラインで行われたとします．すべての参加者に“暗号
化された同じ会議用資料データ”を配布し，役職に応じて異なる
復号鍵を渡すことで，情報開示を細かく制御できます．具体的に
は，部長以上の管理職にはすべて内容を復号できる鍵を，それ以
外の社員には機密情報が複号されない制限付きの鍵を付与するこ
とで，秘匿したい情報を隠すことが可能になります（図 2 ）．

このように各参加者が持つ復号鍵に応じて， 1 つのデータから
得られる情報を細かく制御できるものを「関数型暗号」といい，「 1
対多」「多対多」の通信に適した暗号になります．

また，現在コンピュータやスマートフォンなどを活用する際の
ほとんどは，写真などを含めた個人情報をクラウドに保存されて
いると思います．こうしたクラウド内に保存された情報やデータ
について，セキュリティ対策の必要性が現在非常に高まっています．

■クラウド内でのデータセキュリティについて教えてください．
サブスクリプションのアプリケーションなどを申し込むと，ID

やパスワードなどの長い文字列を支給され，その文字列を入力し
認証することでサービスの使用を許可されますが，すでにクラウ
ド（外部ストレージ）を使用していれば，こうした煩雑な情報は
クラウド内に保存して自動入力のかたちで使用していることがほ
とんどだと思います．しかし，こうした外部ストレージ上に保存
されたデータが悪用される危険性は常に存在します．具体的には，
ネットショッピングで使用するためにクラウドに保存していたク
レジットカード番号をハッキングされるなどといった危険性は否
定できません．契約期間が切れて削除したと思っていても，どこ
かにコピーが残っている可能性は排除できないのが現実です．

従来の古典コンピュータでは，データや情報を完全に消去する
ことは不可能です．前述のクラウド内に保存していた“消去済み

データ”であっても，企業サイドは定期的に全データのバックアッ
プを保存していますから，何かシステム全体に問題が起きて，予
告なしにバックアップデータ（消去以前のデータ）と置き換えら
れた場合に，消去したはずのデータが復活してしまうなどという
ことも可能性としてはゼロではありません．現在の古典コンピュー
タでのデジタル情報は，コピーをいくらでもつくることが可能で
すから，どこにもコピーが残っていないことを証明することは，
俗にいう「悪魔の証明」となります．

しかし，量子情報技術を利用すると，この状況は一変します．
あくまで量子コンピュータの存在が前提となりますが，量子状態
の暗号文や秘密鍵（復号鍵）を生成することで，量子の特性を利
用した完全な「消去証明」の可能な復号鍵や暗号文が実現できる
ようになります（図 3 ）． 

量子コンピュータの実用化が徐々に近づいてきている現在，量
子コンピュータの能力を活用することで初めて実現できる暗号技
術が今後は非常に重要になってくると考えられます．

■量子情報技術を使用した「消去証明」について教えてください．
基本的に現在利用されている暗号というのは，計算能力がもの

すごく高ければ破れてしまうものです．現在の暗号技術は，計算
をすることが非常に難解でその計算に膨大な時間がかかる，とい
う理由で成立している技術になります．ところが，元の暗号文を

「完全に消去」できれば，将来無限大の計算能力を持つコンピュー
タができたとしても，その暗号文の内容は，消去した後では全く
分からないようになります．

私は情報の「消去証明」や「情報の安全な貸し出し」というア
プローチで，量子コンピュータ時代の暗号技術を研究しています
が，古典コンピュータを用いている限り，情報を消去したことを
証明することや情報（復号鍵など）を返却したことを証明する手
段は前述のとおり存在しません．しかし，量子物理の不確定性原
理を応用した技術では，ある情報量を観測すると，対となる別の
情報量を同時に十分な精度では観測できなくなるという特性を利
用することができます．この特性を応用して，量子状態の暗号文

関数型復号鍵A

関数型復号鍵A

関数型復号鍵B

関数型復号鍵C

図 2 　関数型暗号の使用例
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を生成した後にその暗号文を消去すると，そのデータが確実に消
去されたことを証明する「消去の証明書」を得ることが可能にな
ります．この証明書が正しいことを確認できた場合は，元のメッ
セージに関する情報を一切得られないことが保証できます．また，
量子状態の復号鍵を生成することでユーザに貸し出し，ユーザは
返却するときに消去した証明書を送り，確かに返却したことを証
明可能にもなります．このような量子コンピュータの存在を前提
として，初めて実現できる暗号機能という観点から研究を進めて
います（図 4 ）． 

■研究で苦労された点や今後のご研究に向けた課題点を教えてく
ださい．
昨今，暗号技術の分野では，さまざまな研究論文が急速に増え

て発表されています．私自身，STOC（Symposium on Theory 
of Computing: 理論計算機科学の国際会議）やCRYPTO（クリ
プト），EUROCRYPT（ユーロクリプト）などの暗号理論のトッ
プ会議で多数の研究論文を発表しています．具体的にはCRYP-
TOでは「公開鍵暗号」などを 8 件，EUROCRYPTでは「量子暗

号」をはじめ 9 件，STOCでも「プログラム電子透かし」を含む
2 件，Journal of Cryptology（暗号理論のトップジャーナル）
では「プログラム難読化」など 8 件（その他，多数の特許も含む）
という数多くの論文が採録されていますが，当初はこうした最先
端の研究スピードにどうついていくか，最先端の研究の進め方の
サイクルを身につけるまで少し戸惑いました．また，以前は研究
が思うように進まないときなど，気持ちを切り替えるのに時間が
必要でした．しかし今では，学生時代から続けている水泳などで
体を動かし，気持ちを切り替える方法を見つけることで，この課
題を克服しています．

技術的な問題としては，私の研究はあくまで理論研究であり，
2030年に実用化されるといわれている量子コンピュータに対応し
た耐量子暗号なども，まだ実証実験できる実機が存在しない状況
です．私の「消去証明」も理論的に可能であることは分かってい
ますが，実証実験が可能になった段階でより完璧な方式にするた
めに，どのように修正し実用化していくかということが今後の課
題になります．

デジタル情報はいくらでも複製可能

証拠は？

暗号文

秘密鍵

プログラム

コピーが残っている
可能性を否定できない

量子暗号文

量子秘密鍵

量子プログラム

不要な情報は
削除できて安全

消去証明書

削除しました
削除しました

量子情報なら消去したことを証明可能

図3 量子情報技術+暗号技術で可能となる消去証明
図 3  量子情報技術+暗号技術で可能となる消去証明

複製不可能な量子情報

量子暗号文

量子秘密鍵

量子プログラム

情報を勝手に転用
されなくて安全 ×

×
×
×
××

図 4 　量子物理の特性でコピー不可能
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情報にかかわるすべての業界のイノベーション
に貢献するために

■この研究によって実現されることや将来の応用先を教えてくだ
さい，
具体的にはまず，動画配信サービスや音楽配信，ソフトウェア

配信のほか公共サービスなどといった，各種のサブスクリプション・
サービスで利用が見込めると考えています．現在，各社で運用し
ているサブスクリプション・サービスのほとんどは，システムでユー
ザの利用を制御しています．そこで例えば，有料動画自体を暗号
化してユーザサイドに秘密鍵（復号鍵）を渡すことで視聴を可能
にするかたちにすれば，違法ダウンロードや違法のデータ頒布が
減少し，より健全なユーザ視聴が可能になりますし，契約期間が
切れた場合でも，秘密鍵の返却や消去証明によって配信側の利益
も保証される可能性が高まります．また消去の証明を応用してプ
ログラム（アプリ）を安全に貸与することも可能になり得ます．
例えばアプリをお試しで利用してもらい，お試し期間後に返却し
てもらえればユーザの手元にアプリの情報は残らず，アプリの海
賊版が流通する可能性が減り，アプリ提供元の利益を保護しつつ
アプリの柔軟な提供が可能になり得ます．これが実現すれば，著
作権保護はもとより，世界中のあらゆるコンテンツ業界への貢献
につながる可能性があります．

ま た，NTT の 提 案 し て い る「IOWN（Innovative Optical 
and Wireless Network）」構想によって，拡大の一途をたどる
通信の世界はもちろん，ソフトウェアの開発やアプリケーション
やゲーム開発の分野など，「暗号技術」は情報のやり取りをする
環境ではどこであっても必要とされる技術です．暗号技術はネッ
トワーク環境の発展に応じて，これからもかたちを変えて進歩し
ていくはずです．私はこれからも進歩していくこのネットワーク
環境に対応した，新しいインパクトのある暗号技術を研究・開発
し続けていきたいと考えています．

■研究に対する想いや大事にされていることを教えてください．
私は大学時代からNTT入社後も，すでに20年近く暗号理論に

ついて研究を続けてきました．私が研究テーマを選ぶ観点は 2 つ
あります． １ つは基本的に自分がワクワクする内容であること．

「これは絶対面白い」と心で感じるのが一番です．そしてもう 1
つが将来「役に立つ」と自分で信じることができる技術であるこ
とです．そして，もし選択肢があって迷うようなら，より困難な
こと，難しいほうに挑戦することです．この考え方は私の研究グ
ループの中でも共有し，実践しています．

■所属されているNTT社会情報研究所について，どのような研
究所かをご自身の印象を交えてお願いします．
NTT社会情報研究所を端的に表現すると，主にセキュリティ全

般に関しての研究をしている研究所になります．研究内容は多岐
にわたるもので，非常に多様な観点からセキュリティに取り組ん
でいます．ネットワークセキュリティやOSセキュリティといっ

たシステム的なセキュリティの研究者はもちろん，中には人間の
「安心」や「安心感」という観点からセキュリティを扱うような
研究を行っている部署もありますし，法律的な観点から声優や俳
優などの「声」の権利に関するセキュリティを扱う部署もあります．
そのため，各研究員たちの専門分野も，通信はもとより，法律学，
心理学などと多彩なバックグランドを持った研究者たちの集まり
です．

実際の勤務や就業環境については，非常に柔軟な働き方ができ
る環境の研究所です．基本的に勤務はリモート業務が主体ですが，
私の研究グループでは週 １ 回，全員で出社して会議や打ち合わせ
などをしています．私は研究関連の「雑談」をすることも大事だ
と考えているので，この週 １ 回の出勤は，皆で顔を合わせてあえ
て行う雑談時間ともなっています．実際にこの雑談の中から，新
しい発想や研究テーマが見つかったり，抱えている問題の解決の
糸口が掴めたりしているので，大変実効性のある試みです．

■読者の方や研究者・学生・ビジネスパートナーへのメッセージ
をお願いいたします．
NTTの暗号研究は，世界的にトップクラスです．そのため，毎

年のように海外から私の研究グループへのインターン希望があり
ますし，実際に一定期間滞在する海外の学生も多くいます．また，
海外の第一線で活躍する研究者が，ゲストとして来訪することも
珍しくはありません．そうしたゲストの方々には，必ず参加自由
の講義をしていただいています．私自身も東京科学大学（旧東京
工業大学）で特定教授をしていて，年に数回，学生たちに講義さ
せていただくこともあり，そのときに知り合った学生たちやさま
ざまな大学の研究室に声がけして，この海外研究者が開いてくれ
る講義に招いたりもしています．実は現在，私の研究グループに
所属している研究者は，私がこのようにして知り合った人たちが
ほとんどです．こうして海外の著名な研究者たちと直接コミュニ
ケーションを取ることで，視野を広げて，世界的にインパクトの
ある研究がしたいと思う学生や研究者の方は，ぜひNTTにいら
してください．前述の海外研究者による講義は，どのような方で
も参加自由ですので，そのきっかけになっていただけたら嬉しく
思います．最後に，ご協力いただいているビジネスパートナーの
方たちとは，今後も良い関係で研究を進めていければ幸甚です．
これからもよろしくお願いいたします．

（今回はリモートにてインタビューを実施しました）
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「エッジの効いた決済・送金ソリューション」を
信頼性高く，迅速で，安全な金融サービスとして
提供

■設立の背景と会社の概要について教えてください．
NTTスマートトレードは，2006年にNTTドコモビジネス（旧

NTTコミュニケーションズ）の100％子会社として設立された
FinTech＊ 1企業です．私たちは，法人および個人のお客さまに対
して，エッジの効いた決済・送金ソリューションを信頼性高く，
迅速で，安全な金融サービスとして提供することを使命としてい
ます．主な事業は「決済代行」「送金」「電子マネー」の 3つを柱
で展開しており，特に多様な決済手段をワンストップで提供する
決済ゲートウェイを活かした決済代行は当社の主力事業です
（図 1）．現在，幅広いお客さまにご利用いただいており，業界経
験豊富なプロフェッショナルが集う精鋭組織として，内製による
高い開発力ときめ細かなサポートを強みとして活動しています．

■どのような事業展開をしているのでしょうか．
当社の主力である決済代行サービスは，法人向けと個人向けに

大別されます．個人向けには電子マネー「ちょコムマネー」や「ちょ
コムポイント」，オンライン送金サービス「ちょコム送金」や「学

費公共スマート払い」を提供しています．一方，法人向けには「ク
レジットカード決済」や「コンビニエンスストア決済」「口座振替」
「電子マネー（ちょコム）決済」といった決済・送金サービスを
中心に展開し，お客さまにさまざまな決済手段を提供するだけな
く，個別ニーズに対応できるソリューションも提供しています．
その中の電子マネー（ちょコムeマネー）を活用した独自サービ
ス「ちょコムクレジット支払い」は，ネットショップでカード情
報を渡すのが怖いといった利用者の不安を解消しつつ，加盟店に
とっては決済コストを抑えやすい仕組みとして高い評価をいただ
いています．加えて，「学費公共スマート払い」は，高額な学費
や公共料金を，セキュアかつ簡単にオンラインでクレジットカー

NTTスマートトレード
福田直亮社長

FinTech業界はデジタル通貨やブロックチェーンの普及等，急速な技術革新と規制環
境の変化により，金融サービスのあり方を根本から変革し続けています．特に日本市場
においてもキャッシュレス決済やデジタルバンキング，資産管理アプリ，デジタル給与
などのサービスが急成長し，従来の金融機関との協業や競合が活発化しています．そう
いった市場環境の中，決済ゲートウェイサービスにより，法人・個人に各種決済・送金サー
ビスとその周辺業務をワンストップで提供することで成長し続けてきたNTTスマートト
レードの福田直亮社長に提供するサービスの特長と今後の展開について伺いました．

NTTスマートトレード株式会社
https://www.nttsmarttrade.co.jp/

多様な決済・送金サービスをワンストップで
提供するFinTech企業

＊ 1  FinTech：金融（Finance）と技術（Technology）を組み合わせた造
語で，金融サービスと情報技術を結びつけたさまざまな革新的な動き
のこと． 図 1　決済ゲートウェイサービス

URL https://journal.ntt.co.jp/article/38463

DOI https://doi.org/10.60249/26033001
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ド決済できるサービスで，クレジットカード利用による資金負担
の軽減や窓口に行く手間を省く利便性を提供しています．このよ
うに，当社は“かゆいところに手が届く”実用的なサービスで独自
価値を創出しています（図 2）．

「決済・送金を取り扱う企業」として，経済の
“血液”を流す役割を担う

■市場環境はどのような状況でしょうか．その中で，どのよ
うな点に注力されていますか．
決済・送金市場にはメガPSPをはじめとした強力な競合が多数

存在し，業界の競争は激しさを増しています．当社は大手と同じ
土俵で戦うのではなく，専門性と機動力を活かし，独自性の高い
ソリューション提供によって存在感を発揮しています．サービス
をご利用いただいている中小企業は，日本企業の99.7％を占める
日本経済の屋台骨です．地域の雇用や生活を支える存在である一
方で，紙の請求書や銀行振込に依存した業務は長年にわたり時間・
コストの負担を強いてきました．こうした課題を背景に，DX（デ
ジタルトランスフォーメーション）推進や資金繰りの改善は中小
企業における重要テーマとなっています．デジタル送金やキャッ
シュレス決済は，業務効率化だけでなく，災害時の非接触取引や
資金移動の透明性向上といった社会課題の解決にも寄与する，い
わば現代のインフラです．当社は，年間6000億円に上る決済・送
金を取り扱う企業として，経済の“血液”を流す役割を担っている
と考えています．
現在，特に力を入れているのが，第一種送金免許の取得であり，

2025年度中の取得を目標としています．この免許は取得難易度が
極めて高く日本国内でもわずか 5社しか保有していないものです．
取得すれば送金額の上限が撤廃され，銀行と同等レベルの送金業
務が可能になるため，サービス展開の幅が飛躍的に広がります．
同時に，マネーロンダリング・テロ対策を含んだ厳格な運用体制
を構築することで，企業ブランドや信頼性の向上にもつながります．
社内においては，2025年11月に新オフィスへ移転し，コミュニ

ティスペースを整備するなど職場環境の刷新を図りました．当社
はリアルコミュニケーションを重視したオフィススタンダードの
勤務形態（必要に応じてリモートワーク可）を採用しており，行

間まで伝わる密度の濃い対話が高い生産性を生み出す基盤となっ
ています．AI（人工知能）活用と業務のDX推進にも積極的に取
り組み，幹部自身がAIで競合分析レポートを作成したり，日常業
務への活用を促すための勉強会を開催したりと，組織全体でデジ
タル・リテラシー向上を進めています．業務プロセスの可視化か
らAI-OCR導入，Business Intelligenceツール整備まで，具体的
な改革も着実に実行されています．加えて，オフィシャルサイト
のリニューアルを通じたデジタルマーケティング強化も進行中で，
「仕組みで売る」体制の構築によって事業のレバレッジを高めて
いきます．

■今後の展望についてお聞かせください．
当社は今後も，FinTechの力を通じて日本の中小企業の成長を

支え，NTTドコモビジネスにおける金融領域の強化にも貢献して
いくことを事業の大きな方向性としています．中小企業にとって
「DX推進」や「資金繰り」は依然として大きな課題であり，当社
の決済・送金サービスがその改善を後押しできる余地は広がり続
けています．第一種送金免許の取得は，今後の事業展開を左右す
る重要なマイルストーンです．このライセンスを活用した新たな
送金サービス・ソリューションにより，顧客提供価値を高めてビ
ジネスを拡大していきます．
また，既存の事業においては価格競争に巻き込まれることなく，

当社ならではの機動力と独自性を武器に堅実かつ着実に事業拡大
させていきます．デジタルマーケティングの強化によって汎用サー
ビスを効率的に拡大し，直営のリソースは深い課題解決に集中で
きる体制へと変革を進めていきます．キャッシュレス決済比率が
42.8％へと伸びる中，日本のキャッシュレス化や地域経済の活性
化に貢献する企業として，これからもNTTドコモビジネスグルー
プとともに日本を元気にする存在であり続けたいと考えています．

図 2　学費公共スマート払い
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NTT Smart Trade

担当者に聞く

顧客ニーズへ柔軟に対応できる内製化されたアプリ
ケーションを開発

情報システム部　部長

岡 泰之　さん

■どのような業務を行っている
のでしょうか．
システム開発・運用を中心に，

法人のお客さまとの連携に関す
る技術支援や自社の情報セキュ
リティ対策など，幅広い業務を
担当しています．特にアプリケーション開発は内製化を強みとし
ており，顧客のニーズを迅速に反映できる柔軟な対応力が自慢で
す．また，運用面では細やかなサポートを提供し，信頼を積み重
ねています．一方，少人数で多様な業務を担うため，効率化とマ
ネジメントの強化は課題です．これに対しては，AIを補助的に活
用し，業務支援や自動化を進め，負荷軽減と品質向上をめざして
います．

■今後の展望についてお聞かせください．
今後は，開発力の強化と社内業務の効率化の二軸を推進してい

きます．開発面では，アプリケーション開発のスピードと品質を
高めるため，開発プロセスの見直しや標準化を進め，生成AIはコー
ドレビューやテスト補助などのサポートに活用していきます．こ
れにより，第一種資金移動業における送金サービスの拡張やワン
ストップでのサービス提供を加速し，顧客体験を向上させます．
一方，社内業務では経理や営業活動の効率化をめざし，請求書処
理や入金確認の自動化，BIツールによるデータ活用を進めます．
これらの取り組みにより，業務スピードと精度を高め，全体の生
産性向上を実現していきます．

法的視点からのビジネスリスクの見極め

管理部　部長

佐々木 孝　さん

■どのような業務を行っている
のでしょうか．
当社は決済ビジネスおよび送

金ビジネスを営んでおり，常に
シビアな法的視点を持ちながら
事業を展開しています．その中

で管理部は，法令遵守を中核とし,ビジネスリスクの見極めおよ
び金融庁への対応など，コンプライアンスの推進・維持・管理を
行っています．管理部が特に注力しているのはAML（Anti-Money 
Laundering）/CFT（Countering the Financing of Terrorism）＊2

等法令に対する適応強化です．決済および資金移動業は金融犯罪
リスクを伴い，社会的責任が大きい業態であるため，国内規制の
強化に対応することが不可欠です．このため，常に課題として挙
げられるのが，金融を含めた法的な規制改正への迅速な対応，シ
ステムや人材の高度化，そして社内全体へのコンプライアンス意
識の浸透です．こうした課題に対して，管理部では金融庁や業界
団体との情報連携を強化し，最新の規制動向を迅速に把握する体
制を整えています．さらに，外部専門家との協働やシステム改善
を通じて，コンプライアンス体制の強化を進めることで，現状の
リスクを最小化し，安定した事業運営を行っています．

■今後の展望についてお聞かせください．
法令遵守の徹底を基盤としながら，より高度なガバナンス体制

を構築し，事業の信頼性を一層高めることです．そのためには，
リスク管理の精度向上と規制動向を先取りした柔軟な対応力が不
可欠と考えています．具体的なアプローチとして，AIやデータ分
析を用いた取引モニタリングの高度化により，リスク検知の効率
と精度を高めるとともに，業務負荷の軽減を図ります．また，社
内全体でのコンプライアンス意識をさらに浸透させるため，教育・
研修の強化にも注力していきます．

最適な決済・送金スキームを提案し，他社にはない
差別化した付加価値を提供

アライアンス営業部
マネージャー

萩原 浩司　さん

■どのような業務を行っている
のでしょうか．
アライアンス営業部に所属し，

主に「決済・送金事業」を担当
しています．具体的には，新規
加盟店や販売パートナーの獲得，
既存加盟店・販売パートナーへのリテンション活動，調達事業者
（クレジットカード会社・収納代行事業者）の拡大・対応，新規
ビジネスの企画・立案など，幅広い営業活動を行っています．ク
レジットカードや口座振替，コンビニ決済，電子マネー，BPO

＊ 2  AML/CFT：マネーロンダリングとテロ資金供与を防止するための組織
的な仕組みのこと．



2026.386

グループ企業探訪グループ企業探訪

（Business Process Outsourcing）など多様な商材やサービス
をワンストップで提案し，顧客のニーズに合わせた最適なソリュー
ションを提供しています．
現在，特に注力しているのは「新規加盟店の獲得」「既存加盟

店のリテンション強化」「調達コストの最適化」です．これらに
注力する背景には，サービスの差別化が難しい領域での価格競争，
顧客要望の多様化・高度化，そしてコスト構造の変化といった課
題が挙げられます．これらの課題への対応として，NTTブランド
の信頼性，システム開発やBPO運用の柔軟なカスタマイズによ
る対応力を活かし，顧客ごとに最適な決済・送金スキームを提案
することにより，他社にはない付加価値を提供し差別化を図って
います．また，カード会社やBPO事業者などとの継続的な交渉
を通じて，調達コストの低減にも努めています．

■今後の展望についてお聞かせください．
今後は，決済・送金事業のさらなる拡大と顧客満足度・収益性

の両立をめざします．また，公共サービスやサブスク型ECなど，
継続的な決済が見込める加盟店獲得のために販売パートナーや
NTTグループ，サービスプロバイダとの連携を強化し，案件発
掘力をさらに高めます．SEO対策やインバウンド施策も継続的に
強化します．新たに始まる第一種資金移動業をベースとした送金
サービスにおいては，パイロットユーザの獲得をめざします．今
後も市場環境や顧客ニーズの変化へ柔軟に対応し，営業活動の質
と効率を高めることで，持続的な成長と収益拡大をめざしていき
ます．

■15年ぶりのオフィス刷新，新しい働き方へ
創業から15年間，拠点にしていたオフィスビルが，周辺の再開発計画に伴い取り壊されることになりました．これを機に，NTTスマー
トトレードは新しいオフィスへ移転しました．旧オフィスでは，NTTドコモビジネスから譲り受けた古い什器を使い続け，会議室不足や
休憩スペースの欠如，デスクトップPCと有線LAN，電話はビジネスフォンという，ひと昔前の環境でした．社内ではNew Offi  ceプロジェ
クトを立ち上げ，「Flexible」「断捨離」「DX」をキーコンセプトとして，誰もが働きやすい環境づくりを検討してきたようです．
新オフィスでは，コミュニケーションを促すデスク配置や打ち合わせスペース，充実した会議室と休憩室を整備．全員がノートPCを使
用し，社内ネットワークはWi-Fiへ，電話はクラウドフォンへ刷新したとのこと．さらに，植栽を取り入れた癒しの空間演出も加えていま
す．こうして2025年11月，真新しいオフィスが完成し，NTTスマートトレードは新たな一歩を踏み出しました．「新生NTTスマートトレー
ド」として，この場所から事業拡大をめざしています（写真 1）．新しいオフィスにはソファーや小上がりのあるラウンジ（休憩室）をつ
くり，お昼休みにはくつろぎながら昼食や休憩がとれます（写真 2）．オフィスの周辺にはランチに使えるお店が豊富です．神保町はカレー
で有名ですし，ラーメン激戦区でもあり，中華料理店も多数あります．また，九段下周辺では複数個所にキッチンカーが出店しており，
お昼の楽しみの 1つとなっているようです．

NTTスマートトレード ア ･ラ ･カ ･ル ･ト

写真 2　ラウンジ写真 1　事務所内
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画像認識AI「Deeptector」による
産業DX推進と市場拡大に向けた取り組み
　画像認識AI（人工知能）「Deeptector（ディープテクター）」は，2017年の販売開始以来，産業分野における外観検査や
設備点検の高度化に貢献してきました．NTTドコモソリューションズでは，近年，AIの高度化と社会的ニーズの高まりを背
景に，さらなる市場拡大に向けて技術による差異化やソリューション化を推進しています．本稿では，画像認識市場の動向，
Deeptectorの技術・活用事例，そして今後の展開について解説します．

は じ め に

近年，AI （人工知能）の急速な発展に伴い，さまざまな産業分
野でデジタルトランスフォーメーション（DX）が加速しています．
中でも画像認識AIは，製造業，インフラ管理，医療，小売など幅
広い領域で実用化が進み，業務効率化や品質向上に大きく貢献し
ています．日本においては，少子高齢化に伴う労働人口の減少，
熟練技術者の退職による技能継承の難しさ，さらには品質管理の
高度化ニーズの高まりが重なり，画像認識AIへの関心が一層高まっ
ています．従来，人の目と経験に依存してきた外観検査や設備点
検において，AIによる自動化・高精度化は喫緊の課題となってい
ます．産業領域における画像認識AI市場の潮流と日本市場特有
のニーズを整理したうえで，Deeptector＊ 1の特長，そして市場
拡大に向けた取り組みと今後の展開について述べます．

画像認識AI市場とDeeptectorの位置付け

■産業領域における画像認識AIの潮流
産業領域の画像認識AIは，単なる「画像を分類する技術」から，

現場の判断や運用を支える業務基盤へと役割を拡大しています．
背景には，現場の人手不足や熟練者減少に加え，検査対象や設備
が高度化・複雑化し，従来のルールベースでの画像処理では追随
が難しくなったことがあります．さらに，検査品質の均一化やト
レーサビリティ確保，予防保全の推進など，検査結果をデータと
して蓄積・活用する要求が高まっている点も重要です．
適用領域を俯瞰すると，大きく 3つの方向性がみられます．
第 1に，インフラ点検です．高所や狭隘部など目視が困難な個

所を，ドローンやロボットで撮影し，AIで損傷や劣化兆候を抽出
する取り組みが進んでいます．ひび割れ検出などでは深層学習と
従来手法を組み合わせた実装も進み，維持管理コストの抑制と安
全性向上が期待されています．
第 2に，製造ラインにおける品質検査です．畳み込みニューラ

ルネットワーク（CNN）＊2を中心とする深層学習の進展により，

微細欠陥や複雑形状，照明変動などの条件下でも高精度な判定が
可能になってきました．欠陥領域を精緻に抽出するセグメンテー
ションや，正常品中心の学習で異常を検出するアプローチなど，
現場条件に応じた多様な実装が実用化されつつあります．
第 3に，安全管理への応用です．高速物体検出や姿勢推定を用

い，危険エリア侵入，転倒，保護具未着用などをリアルタイムに
検知することで，事故リスク低減とコンプライアンス対応を支援
します．このような状況から，熟練者の経験に依存していた判定
を定量化し，判断根拠を可視化し，運用プロセスに組み込む取り
組みが広がっています．
■日本市場の技術課題とニーズ
画像認識AIの普及が進む一方で，日本市場には固有の導入障

壁があります．これらは単独の課題ではなく，相互に関連しなが
ら運用定着の難しさを生みます．
第 1の課題は，低不良率に起因する学習データ不足です．日本

の製造現場は工程能力が高く，不良品発生率が極めて低いため，
深層学習に必要な不良画像が集まりにくく，導入初期の学習が進
まないという逆説が生じています．従来手法では欠陥タイプごと
に大量のサンプルを必要とし，データ収集だけで長期間を要する
ことが導入障壁となっています．
第 2の課題は，現場環境の個別性と判定基準の多様性です．同

じ検査対象でも企業ごとに品質基準やしきい値は異なり，同一企
業内でも工場やラインによって照明，設置スペース，搬送姿勢な
どが異なります．そのため，環境変動に強く，かつ現場ごとの条
件差へ柔軟に適応できるロバスト性が求められます．
第 3に，ソリューション志向の高まりがあります．スクラッチ

開発は要件定義から開発・調整まで長期化しやすく，PoC（Proof 
of Concept）で終わるリスクもあります．これに対して，実証
済みのパッケージを短期間・低コストで導入し，導入後も継続的
な改善支援を受けられるソリューション型開発への期待が強まっ
ています．
上記以外にも，専門人材不足と運用性の要求があり，ノーコー

ド・ローコード，直感的なUI（User Interface），現場主体での
再学習や改善が可能な運用性が求められます．また，判定根拠を
可視化し，品質管理部門や検査員が納得・検証できる仕組みの構
築も重要です．加えて，セキュリティ観点から，秘匿性の高い画
像を外部クラウドへ送信できない現場も多く，ネットワークにお

URL https://journal.ntt.co.jp/article/38461

DOI https://doi.org/10.60249/26033101

＊1  「Deeptector」はNTTドコモソリューションズ株式会社の登録商標．
https://www.nttcom.co.jp/deeptector/

＊2  畳み込みニューラルネットワーク：画像の局所的な特徴（エッジや模
様など）を畳み込み演算で段階的に抽出し，分類 ･ 検出などを行う代
表的な深層学習モデル．
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ける分離環境やオンプレミスでの閉域運用ニーズが根強く存在し
ます．
■Deeptectorの特長について
Deeptectorは深層学習に基づく多様な判定パターンに対応し

ており，物体検出（領域検出），分類，レベル判定，正例判定など，
業種・用途に応じて最適なパターンを選択できます．また，オプ
ションとしてアナログメータの読み取り機能やPLC（プログラマ
ブルロジックコントローラ）＊3との接続により産業機器と連携可
能な業務アプリケーションを用意しており，柔軟な適用が可能で
す．また，利用形態としては，セキュリティ要件の高い現場向け
のオンプレミス型と，初期投資を抑えたい企業向けのクラウド型
を提供しており，システム構成に合わせて選択できます．GUI
（Graphical User Interface）による直感的な操作性，API（Ap-
plication Programming Interface）による外部システムとの連
携，学習から推論，運用までの一貫したサポートなど，現場の利
便性を重視した設計となっています．
また，判定結果を画像とともにデータベースへ記録できるため，

後から検証可能なトレーサビリティを確保できます．これは説明
可能性と運用定着の観点では重要で，品質保証部門や監査対応に
おいても有効です．Deeptectorは，日本市場で求められるソ
リューション志向，説明可能性，運用性，セキュリティに対応す
る製品として位置付けることができます（図 1）．

市場拡大に向けた取り組み

■市場トレンド
画像認識AI市場では，技術の成熟とともに適用領域が拡大し

ており，以下の 4つのトレンドが顕著になっています．
第 1に，少量省データでの学習技術の進展です．Few-Shot学

習＊4やZero-Shot学習＊5といった，少数サンプルや未知クラス
にも対応可能な技術が注目されています．また，VAE＊6やGAN＊7

を用いた合成データ生成により，学習データ不足を補完する取り
組みも進んでいます．
第 2 に，AIの高度化です．Vision Transformer＊ 8 や Swin 

Transformer＊ 9など画像認識への適用が進んでいます．また，

自己教師あり学習により，ラベルなしデータからも有用な特徴表
現を学習する手法が実用化されつつあります．
第 3に，マルチモーダル化の加速です．画像情報だけでなく，

音響センサ，赤外線カメラ，振動センサなど，複数のモダリティ
を統合することで検査精度を向上させる取り組みが拡大しています．
第 4に，エッジAIの普及です．クラウドとの通信遅延を回避し，

リアルタイム性を確保するため，エッジデバイスでのAI推論が普
及しています．
■Deeptectorの差異化ポイント
市場トレンドと日本市場特有のニーズを踏まえ，Deeptector

は以下の 3つのテーマを軸に機能強化に取り組んでいます．
（1）　少量データ学習技術による導入障壁の低減
日本の製造現場では不良品発生率が極めて低く維持されている

ため，AIの学習に必要な大量の不良サンプルを収集することが困
難です．この課題に対し，以下の 3つのアプローチで導入初期段
階から実用的な精度を実現する技術開発を進めています．
第 1に，正常品のみから学習する異常検知手法です．この手法

では，正常画像から得られる「いつもの見え方」をあらかじめ学
習しておき，そこから外れた個所や状態を異常として検出します．
具体的には，画像を細かな領域に分けて各部分の見え方を覚える
方法や，画像全体としての見え方のばらつきを学習して，通常範
囲から外れるものを異常とみなす方法があります．いずれも学習
時に見たことのない新たな欠陥パターンでも，「通常との違い」
として検出できる点が特長です．不良サンプルが全く入手できな
い状況でも実用システムを構築できることが最大の利点です．
第 2に，基盤モデルを活用したFew-Shot，Zero-Shotのよう

な学習技術です．従来の深層学習では，欠陥タイプごとに数百～
数千の不良サンプルが必要でしたが，近年は基盤モデルを活用し
た少量のデータ学習技術（1）により，学習データの収集負担を大幅
に軽減できます（図 2）．
これらにより，従来は学習データ収集に要していたプロセスを

短縮し，導入期間短縮と初期投資の削減を実現します．また，新
製品の投入時にも追加データの収集を最小限に抑えながら迅速に
対応できるため，製造現場の柔軟性と生産性向上に貢献します．
（2）　マルチモーダル化による検査精度の向上
画像情報だけではとらえきれない異常に対応するため，テキス

ト・画像・音声・動画など複数のデータ形式を同時に処理し，統
合的に理解するマルチモーダル技術の適用を推進しています．異

＊3  PLC：センサ入力（画像等）に基づき機械動作を高速制御する装置．
＊4  Few-Shot学習：1枚～数枚程度のサンプルからドメインに合わせた特

殊な欠陥状態を学習し，基盤モデルの汎用表現を活かして高い汎化性
能を実現します．

＊5  Zero-Shot学習：学習データが全くない未知の欠陥クラスに対しても，
基盤モデルの事前学習済み知識とテキスト記述などの属性情報を活用
します．例えば「表面に細かい亀裂がある」といった言語記述から画
像中の該当個所を特定できます．

＊6  VAE：入力データを潜在変数へ圧縮し再構成する生成モデルで，確率
的表現を用いて類似データの生成や異常度算出に利用されます． 

＊7  GAN：生成器と識別器を競わせ学習し実画像に近い合成データを生成
する手法．

＊8  Vision Transformer：画像をパッチ化し自己注意で全体関係を学習す
る画像認識モデル．

＊9  Swin Transformer：画像を固定サイズの「窓（Window）」ごとに自
己注意で処理し，次段で窓位置をずらす（Shift）ことで窓間の情報も
統合する階層型Transformer．計算量を抑えつつ高精細画像にも適用
しやすくなっています．

図 1 Deeptector運用イメージ例

業務アプリケーション

判定結果

PC 電気信号変換装置 産業用機器

画像

産業用カメラ

画像

判定結果 電気信号

①ポップアップ通知

②電気信号変換
AIモデルからの出力によって，産業用機器を制御
産業用機器からの入力によって，AIモデルを制御

PC

■電気信号出力の流れ ■電気信号入力の流れ

図 1　Deeptector運用イメージ例
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なる形式の入力を組み合わせて分析することで，単一モダリティ
では得られない状況の把握や因果の手掛かりを補完でき，より包
括的な判断が可能になります．近年は大規模な基盤モデルを起点
に，現場要件に合わせて検査・診断・予兆検知などの各タスク向
けモデルへ落とし込む手法が一般化しており，Deeptectorでも
この考え方を踏まえた技術拡張の検討を進めています．
製造現場では，外観変化に現れにくい初期異常や，温度・振動・

音響など複合的な兆候として現れる事象が増えており，画像認識
単独では限界があります．そこで，画像に加えて設備ログや作業
記録（テキスト），マイクによる異音（音声），温度・振動などの
各種センサデータなどを統合し，設備状態を多角的にとらえるア
プローチを強化します．また，製造工程の生産管理においても，
画像以外のセンサデータを併用することで，稼働状態・品質・歩
留まりの関係を一体で分析し，原因推定や対策の優先付けを支援
します．
さらに，画像と 3次元情報を組み合わせることで，複雑形状の

外観検査や，微小欠陥・反射・陰影の影響を受けやすい高難易度
検知領域への適用拡大もねらいます．こうしたマルチモーダルな
統合（センサフュージョン）により各モダリティの長所を活かし，
検査の高度化と自動化を両立することで，従来では検出が難しかっ
た複合的な異常への対応力を高めていきます（図 3）． 
（3）　ソリューション化による得意分野への深掘り
個別カスタム開発から，業種共通課題をテンプレート化したパッ

ケージソリューションへ移行し，導入前コンサルから運用保守ま
でワンストップで支援することで，実運用の定着を加速します．

Deeptectorの導入事例

■巡視ソリューション
前述した技術強化を統合した業種特化型ソリューションとして，

電力会社向け「巡視ソリューション」を紹介します．
電柱設備の巡視点検は，広範囲かつ設備数が膨大なため従来の

人手による点検では業務負荷の増大と品質のばらつきが課題 と
なっています．本ソリューションは，走行映像から停電リスクの
要因を自動検出し，点検の省人化と品質の均一化を実現します．
位置情報付きで記録・共有することで，現地での対応方針の早期

決定や保守計画の効率化にも寄与します．
特にカラスの営巣や，つる植物の繁茂は停電要因となりますが，

網羅的な確認が難しい領域です．「巡視ソリューション」では，
車両搭載カメラの映像から，AIが停電リスクの高い異常を自動検
出します．具体的には，カラスの巣，電線に絡みつくつる植物（ク
ズ，フジ等），電柱設備（変圧器，高圧アーム等）について，走
行しながらリアルタイムに異常を判定し，対象個所の位置情報と
ともに記録します．業界横断的な学習データの活用により，各社
から提供された多様な環境・季節条件下での画像を集約し，地域
特性や気象条件に左右されにくい高精度なAIモデルの継続的な
開発をするとともに，電柱管理システムと連携し，検出結果を設
備情報に紐付けて表示することで，優先度に応じた効率的な保守
計画の立案を支援します．
従来は車両 1台につき運転手と点検者の 2名体制でしたが，本

ソリューションの導入により，運転手 1名のみでの巡視点検が可
能となるため，省人化による人的コスト削減が見込めます．また
熟練度に依存しない均一な点検品質を実現しており，早期発見に
よる予防保全の推進で停電事故のリスク低減に寄与します（図 4）． 
■化学プラント向け分液操作自動化ソリューション
化学プラント向けの業種特化型ソリューションとして，「分液

操作自動化ソリューション」を紹介します．化学プラントにおけ
る分液操作は，二層に分離した液体の境界面を目視で確認しなが
ら，適切なタイミングでバルブを操作して各層を分離回収する作
業です．この操作は医薬品・化学品の製造工程において頻繁に発
生しますが，従来は熟練作業者がサイトグラスやタンクの界面位
置を目視で監視し，手動でバルブを開閉する必要がありました．
Deeptectorでは，化学プラントの現場ニーズを踏まえ，画像認
識AIによる界面検出とバルブ制御を組み合わせた「分液操作自
動化ソリューション」を開発しました．本ソリューションでは，
分液槽に設置したカメラ映像からAIが二層の界面位置をリアル

基盤モデル

プロンプト
metal, hole

Zero-shot

Few-shot

プロンプト
hole defect

初めて見る金属
製品，特長
(穴)を検知

特徴的な傷の画
像を数枚学習

ドメイン特性に沿っ
た傷種を検知

図 2 省データ学習技術イメージ
図 2　省データ学習技術イメージ

図 3 マルチモーダル技術例

・異なる形式のデータを単一のモデルで学習
・従来のシングルモデルより複雑なタスクへの応用が期待

・さまざまなデータを学習した基盤モデルを構築し，個別タスクを落とし込んだモデルを作成する

図 3　マルチモーダル技術例
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タイムに検出し，段階的に自動的にバルブを制御し分離操作を実
行できるようにしていきます．
これにより，界面確認とバルブ操作の省力化に加え，操作タイ

ミングのばらつきや誤操作リスクを抑え，回収品質の安定化が期
待できます．
本ソリューションの特長として界面の位置状態を複数クラスに

分類することにより，バルブ開閉を高精度に判定できることが挙
げられます．PLCとの連携によりバルブ制御を自動化し，検出か
らバルブ操作までをシームレスに実行します．今後は，少ないデー
タで高い性能を発揮させる省学習技術による学習の効率化や温度
センサ等の各種データによるマルチモーダル化を進め，より高精
度な自動化をめざしています（図 5）．

今後の方向性と事業展開

NTTグループが国内外のパートナーとともに推進している
IOWN（Innovative Optical and Wireless Network）構想と
の連携により，低遅延・大容量通信を活かした品質データの統合
やモデルの共有を視野に入れています．拠点ごとに蓄積される検
査データや改善知見を循環させることで，現場最適を拠点最適，

さらには全社最適へ拡張することが期待できます．さらに，グルー
プでの協業や共創の枠組みを活用し，製造業で培った検査DXの
知見を社会課題の領域などへ展開していきます．

お わ り に

NTTドコモソリューションズがめざすのは，検査DXを通じて
省人化，安全性向上，作業品質均一化を同時に実現し，人とAI
が協調する現場運用を確立することです．検査結果をデータとし
て蓄積し，説明可能性とトレーサビリティを担保しながら継続改
善につなげることで，日本の産業が抱える構造的課題の解決に貢
献し，画像認識AI市場の拡大に貢献します．

■参考文献
（1） https://doi.org/10.48550/arXiv.2303.05499

◆問い合わせ先
NTTドコモソリューションズ　
ネットワーククラウド事業本部
プラットフォームサービス部　
DPS-BU　AI Service担当

図 5　分液操作自動化ソリューション概要

図 5 分液操作自動化ソリューション概要

工場(建屋)

電気機械室

（６）バルブ制御指示

（１）分液操作，開始指示

（２）産業用カメラから画像配信

（３）リアルタイム判定
（４）判定状況・画像をWeb上に表示

（５）界面状態判定時に結果を通知

制御室

図 4　巡視ソリューション概要

※自動車またはバイクの走行，対処などのアクションはお客さまが行います．
※現状，当社の学習済みモデルの対象は「営巣検知AI」「つるつた検知AI」「電柱設備検知AI」があります．

❶営巣検知サービス ❷つるつた検知サービス ❸設備把握サービス

撮影 検知 可視化

車両にカメラを設置

車外カメラ 車内カメラ
設置カメラ選択可能

◎走行しながらリアルタイム検知
or

◎撮影後に動画から検知(一括判定)

Viewerによる可視化
社内システム連携可

検知対象は3種類

図 4 巡視ソリューション概要

NTTドコモソリューションズ
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NTTの研究開発技術を融合しAIフェイク解決に挑む，
VOICENCE（ヴォイセンス）カンパニー始動
　生成AI（人工知能）による音声合成の普及とともに，声の無断利用やフェイク音声が社会的課題となっています．日本で
は法制度上，声そのものを直接保護する明文規定がなく，このギャップが新たなリスクを生む中，NTT西日本は音声AI事業
「VOICENCE（ヴォイセンス）」を立ち上げました．本稿では，NTT人間情報研究所の音声処理技術とNTT西日本が独自開発し
た真正性証明「トラスト技術」を組み合わせた新市場創造への挑戦とその社会的意義について解説します．

AI音声が直面する新たな社会課題

生成AI（人工知能）の普及に伴い，「声」の無断利用やフェイ
ク音声拡散という社会問題が深刻となっています．こうしたリス
クは，著名な声優や俳優，タレントなどの実演家の声が，自身の
意思とは無関係にデジタル上で拡散される“フェイク音声”問題と
してマスメディアでも取り上げられています．
一方，日本の現行法制では声そのものを直接保護する明文規定

が存在せず，肖像権やパブリシティ権の一部でしか対応できませ
ん．実演家の活動領域はグローバルに広がる一方で，無断生成や
不正利用によるブランド毀損・機会損失が拡大している中，この
制度的なギャップを放置したままでは，クリエイターや実演家が
自らの声をデジタル時代において安全に活用することが困難とな
り，生成AIによって生まれる新たな価値とリスクのバランスが欠
如してしまいます．
この課題認識を背景として，NTT西日本は2025年10月27日，音

声AI事業「VOICENCE（ヴォイセンス）」＊1の開始を発表しま

した （1）．公式プラットフォームを介して“公認AI”を生み出し，声
の権利保護とAI音声の健全なビジネス活用を実現し，AI音声の
活用促進をめざします．

VOICENCEとは――音声IPの保護・活用基盤

VOICENCEの核心は，「音声IP（Intellectual Property）とし
ての声の保護と活用」にあります．
実演家本人や権利者が提供した音源データを基にAI音声モデ

ルを生成し，そのモデル自体と生成されたAI音声コンテンツを「音
声IP」＊2として統合的に管理できるプラットフォーム基盤を構築
します（図 1）．これにより，声のライセンス情報，生成モデル，

IPホルダー VOICENCE コンテンツプロデュース事業 クライアント企業

ブランド
コミュニケーション

領域

トイ・ホビー領域

映像配信領域

音声コンテンツ企画・制作機能

ライツマネジメント機能

生活者

音声IPキャスティングから
企画・制作・運用までをトータルプロデュース

音声収録から真正性証明付与まで、
トレーサビリティを確保した音声IPの構築・管理

声優

俳優

アーティスト

タレント

アスリート

キャラクター

芸人

ライセンス料

「声」の契約

サービス提供

音声体験の拡張タッチポイント増加
エンゲージメント強化

リーチ拡大
ブランドロイヤリティ向上

etc.

音声収録
真正性証明
データ付与

AI音声
モデル構築

UserFan Inbound

「声」のリテラシー教育

VOICENCE プラットフォーム

プランニング コンテンツキャスティング

Global

etc.

ツーリズム領域

図1 VOICENCEプラットフォーム

図 1　VOICENCEプラットフォーム

URL https://journal.ntt.co.jp/article/38459

DOI https://doi.org/10.60249/26033102

＊1  VOICENCE（ヴォイセンス）：NTT西日本が開始した音声AI事業．名
称は「Voice（声）」「License（権利）」「Essence（本質）」を組み合わ
せた造語．

＊2  音声IP：声を知的財産としてとらえ，話者本人の同意に基づき権利化 ･
管理 ･ 活用する概念．音源データ，AI音声モデルおよび生成した音声
コンテンツを含みます．

NTT西日本
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コンテンツ利用権が一元的に整理され，実演家本人により公認さ
れたAI音声である真正性と利用履歴が追跡可能となります。
VOICENCEという名称は，Voice（声），License（権利），

Essence（本質）の 3つの意味を込めた造語であり，声の価値を
守りつつその本質的な可能性を拡張する事業であることを示して
います（2）．

技術的基盤――合成音声と音声印象制御技術

VOICENCEの合成音声は，NTT人間情報研究所で研究・開発
されてきた技術を基盤としており，少量の音声データから話者の
声質や口調の特徴を抽出し，本人らしい音声を高精度に生成する
技術が用いられています．
本事業では，NTT人間情報研究所の研究成果として，Zero/

Few-shot＊ 3およびクロスリンガル音声合成技術＊4を活用し，日
本語話者モデルから英語，中国語，韓国語，フランス語，スペイ
ン語といった複数言語の音声を，声質を保ったまま生成すること
が可能となっています（3）．
さらに，同研究所が開発した音声印象制御技術＊5を実装してい

る点も特徴です（図 2）．声質を維持したまま，抑揚や話し方のニュ
アンス，口調の強弱といった表現特性を制御することで，同一話
者モデルから用途に応じた複数の発話表現を生成できます．

これらの技術により，VOICENCEは単なる音声生成にとどま
らず，話者の個性を保持しつつ多言語・多用途に適応できる「コ
ンテンツプロデュース事業」を展開しています．

トラスト技術――NTT西日本開発の真正性証
明技術

VOICENCEの最大の技術的な特色は，NTT西日本が独自開発
した「トラスト技術」＊6と呼ばれる真正性証明機能＊7の実装です．
単に音声を生成するだけでなく，それが「誰の声であるか」「ど
のモデルから生成されたか」「どのような契約条件で使われるか」
を，ブロックチェーンとVC（Verifi able Credentials：検証可
能資格情報）＊8によって記録・管理する仕組みを持ちます（図 3）．
この仕組みは次の 3層構造で提供されます．
① 　改ざん耐性のある分散台帳（ブロックチェーン）による真
正性情報の保管

② 　階層型VCによるコンテンツとモデル，音声データとの関
係性の記録

③　利用条件・契約情報（用途証明）の付与
これにより，無断生成された類似音声データとVOICENCE正

規生成音声を識別可能にし，利用者企業・実演家双方が安心して
活用できる信頼基盤を提供します．
また，本技術は2025年度NEDO（国立研究開発法人新エネル

ギー・産業技術総合開発機構）懸賞金活用型プログラム「GENI-
AC̶PRIZE」領域03のトライアル審査で採択されるなど，外部
評価も得ています．

権利保護から流通までを一貫して担い“声の経
済圏”を創出

NTTは電話からはじまり，「声」を大切にしてきました．その
DNAと積み重ねてきた国産技術を活かし，“声の経済圏”を生み
出すことで，ジャパンコンテンツ産業の中にある「声」という資
産が新たな価値を生み出すことを推進し，グローバル展開を含む

＊3  Zero/Few-shot：少量または数秒程度の音声データか
ら話者の声の特徴を学習し，新たな発話をその話者ら
しい音声として生成する技術．

＊4  クロスリンガル音声合成：単一の話者モデルを用いて，
声質を保持したまま複数言語の音声を生成する技術．
多言語対応の音声対話や国際展開用途に用いられます．

＊5  音声印象制御技術：話者の声質を保持したまま，抑揚，
話速，口調，感情表現などのパラ言語的特徴を制御す
る音声生成技術．用途に応じた発話表現の生成が可能．

＊6  トラスト技術：生成データの真正性や利用条件を暗号
学的に証明 ･ 管理するための技術群．ブロックチェー
ンやVCなどを使用．

＊7  真正性証明：生成音声が正規の話者モデルおよび契約
条件に基づいて作成されたものであることを技術的に
証明する仕組み．改ざん防止および追跡可能性を担保．

＊8  VC：発行者 ･ 保持者 ･ 検証者の三者モデルに基づき，
データの真正性や属性を暗号学的に検証可能とするデ
ジタル証明方式．

NTT音声印象制御技術
+３

０

－３

声の印象を表す声の印象を表す111111個の「形容詞対」によって，声の多様な表現をデザイン

高い 女性的 澄んだ 落ちつき落ちつき落ちつき
ない

落ちつき落ちつき落ちつき落ちつき 弱々しい 老けた老けた
感じ 細い 張りの張りの

ない 明るい 温かい
感情の感情の
こもってこもってこもって
いない

低い 男性的 かすれたかすれたかすれた 落ちつき落ちつき落ちつき落ちつき
ある

落ちつき落ちつき 迫力ある 若い若い
感じ 太い 張りの張りの

ある 暗い 冷たい 感情の感情の
こもった

(0.1刻み)

図2 NTT音声印象制御技術図 2　NTT音声印象制御技術

VOICENCEのトラストシステム

❶出所の証明
本人が許諾しているか

❷トレーサビリティの証明

どのように生成されたか
❸用途の証明

どう使えるのか

技術ポイント② 階層型VC※（Hierarchical Verifiable Credentials）

技術ポイント① パブリックブロックチェーン

「この音声が本物であり、正しく生成され，正しく使っているか」を客観的に検証可能

ハッシュ値（識別子）を記録し
改ざん有無を検証可能

声・AIモデル・AIコンテンツの関係を
記録し，生成過程を追跡可能

※階層型VCアルゴリズムは、NTTテクノクロスの特許技術です。

電子証明書 電子証明書 電子証明書

特許出願中

図3 VOICENCEのトラストシステム図 3　VOICENCEのトラストシステム

NTT西日本
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さらなる成長へ貢献したいと考えています．音声IPの真正性・契
約情報・生成技術が統合されることで，企業はブランドボイスや
ナレーション，広告音声などを安心して活用でき，実演家は自ら
の声を安全に収益化できる市場環境が整います．
いち早く市場を創造していくためにVOICENCEカンパニーと

いう社内独立組織を立ち上げ，機動的な事業推進体制を整えます．
これにより，ライツマネジメント機能と音声コンテンツ企画・制
作機能を備えたコンテンツプロデュース事業を行い，実演家と企
業やブランドの双方に対して，権利保護から流通まで一貫したサー
ビスを提供します．

VOICENCEがめざす姿

VOICENCEがめざすのは，「声の真正性が担保されたAI音声
コンテンツ」のデファクトスタンダードを確立することです．ト
ラスト技術によって付与される証明データや利用ログを，ステー
クホルダーの要請に応じて提供することで，誰もが正当に声の権
利を行使できる社会基盤の整備を進めていきます．さらに，音声
コンテンツの保護に関する事例を継続的に蓄積し，社会的な抑止
力を育むとともに，市場における「声の権利」への認識定着を図
ります．
併せて，声の権利研究をリードするNTT社会情報研究所と連

携し，同研究所が創出した研究成果である「声の権利を保護し適
切に扱うための解説資料」を活用することで，法的・社会的観点
からの権利保護の普及を推進します．また，知的財産権を専門と
する法律家，行政・業界団体，アカデミアなどの有識者と連携し
ながら，ルール整備と運用基盤の構築を段階的に進めていきます．
VOICENCEカンパニーは，こうしたルールに準拠したサービ

スを提供することで，AI音声の信頼基盤を社会に実装します．こ
れにより，実演家，企業，クリエイターが，より自由かつ安全に
AI音声ビジネスへ参入できる環境を整え，「声の経済圏」の創出
をめざします（図 4）．
VOICENCEカンパニーはNTTグループ各社と協力してビジネ

ス活用に注力していきます．
・NTT人間情報研究所：合成音声
・NTT社会情報研究所：声の権利保護
・ NTTテクノクロス：AI音声モデル制作，AI音声コンテンツ制
作，トラストシステムへの技術提供

・NTT ExCパートナー：AI音声コンテンツ制作
・ NTTアーバンソリューションズ：AI音声を活用した施策オー
ナー

■コンテンツ事例
AI音声を活用したコンテンツ事例として，NTTアーバンソリュー

ションズ主催のイベントを紹介します（図 5）．概要は下記のと
おりです．
・ イベント名：The Unknown City ～時を超える広島の記憶
とスパイミッション～

・開催期間：2026年 1月23日（金）～ 3月29日（日）
・開催場所：広島市中央公園エリア付近
・参加費：無料
・ 参加方法：公式ティザーサイト（https://www.hiroshima-
theunknowncity.com/trial?utm_source=pr）より，ARG
型謎解きデジタルラリーの導入体験や，最新情報の取得を行
えます．

■参考文献
（1） https://www.ntt-west.co.jp/news/2510/251027b.html
（2） https://voicence.jp/
（3） https://www.rd.ntt/research/JN202504_33343.html

◆問い合わせ先
NTT西日本
VOICENCEカンパニー

図 4　連携するNTTグループ各社との集合写真

イベント名：The Unknown City ～時を超える広島の記憶とスパイミッション～
開催期間：2026年1月23日（金）～3月29日（日）
開催場所：広島市中央公園エリア付近
参加費：無料
参加方法：以下記載のQRコードを読み取って，ARG型謎解きデジタルラリーの導入体験
や，最新情報の取得を行えます．

図５ NTTアーバンソリューションズ主催イベントでのAI音声を活用したコンテンツ事例

https://www.ntt-
west.co.jp/news/2601/260116a.html

図 5　 NTTアーバンソリューションズ主催イベントでのAI音声を活
用したコンテンツ事例
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